
 

 

「光の道」構想に関する意見 

 

意見提出元 個人 

 

意見項目 意見内容 

 まず、今回の意見募集に関しては大変有り難い事だと思ってい

ます。そして、同時に窓口対応の相変わらずの狭さに辟易してお

ります。 

 

ワードファイル形式で提出とか、年配の方で使い方が分らないと

いう方はどうすればいいんでしょうね？ 

この辺の感覚には逆に感心します。 

 

これで広い意見がたくさん集まると思ってる方がいる時点で、頓

挫しそうな予感もしていますが、そうは言っていられない状況に

ありますので、頑張ってくださいね。 

 

さて、本題です。 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

迅速に対応しなければ経済格差よりもひどい状況だと私は感じ

ています。 

 

実際に未整備エリアに住みながら、各所で仕事をしてみてはい

かがでしょうか？動画ファイルが登場した時点で、仕事になりま

せんよ。 

 

数字にするとたかだか 10％ですが、地域に穴があるというのは

非常に大きなネックです。そこだけ日本ではないような、そんな

感覚さえ人に与えているという事はご存知でしょうか？ 

 

「あの地域は光回線通ってないから、住むのはどうもなぁ･･･。」 

冗談ではなく、本当にこういった会話が成立しています。 

さらに私の場合は、「光回線ではないのですね。では今回のお仕

事は結構です。」と言われるケースも少なくありません。 

 

田舎に好んで住もうとしている人を住ませない状況にしているの

は、環境以外の何者でもない。 

 

総務省に確認したところ、ADSL とケーブル、そして光という三つ

の柱でブロードバンド環境の普及を目指すと回答を頂きました

が、三つ全てを選択できるのと、どれか一つが通っていればい

い、というのでは、既にそれだけで格差になってしまいます。 

 

No. １ 



では全てを通そう？となった場合、費用を負担するのが税金とい

う形になりますので、各事業者の利益を優遇するために国民全

員が負担を強いるのは無駄な整備だと思います。 

 

ではどうするか？ 

答えは簡単で、光回線のみを軸に置いて普及を促進させればい

いのです。 

そうすれば自ずといずれは企業収入も安定する。 

携帯電話が普及したのと同じ理論で攻めれば良い。 

 

そのためにはケーブル会社も光回線にNTTと同程度のレベルで

参入できるように、政府側からサポートしてあげれば良い。 

 

ADSL、ケーブル、光。 

それぞれにメリット・デメリットがあるのは重々承知しています

が、「光一本をまずはライフラインにする！」という意気込みと行

動力が欲しいですね。 

 

ちなみに私の住んでいる地域では、ADSL 回線の工事費用に 3

万円かかると言われました。 

NTT 西日本なのですが、光回線の場合は工事費負担の必要は

ほとんどありません。さらにおまけまで貰える始末。 

NTTもADSLは邪魔な存在でしかないようで、全部負担しろという

姿勢。 

 

普通、買物をする時に、値段が高くてレベルの低い物を好んで選

びますか？そんな要領の悪い人いませんよね？ 

 

それを強制的にやっているのが現在の状況です。 

 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 

 

これはもう質問をする以前に、総務省の方で答えが分っているの

では？と思います。 

NTT が占拠してるから、いつまでも価格が高いまま。 

携帯電話もそうでした。 

ソフトバンクが対等してからは、驚くほど料金が下がりましたよ

ね？ 

明確なモデルケースが既にあるんじゃないですか？ 

そう考えながら会長が反対している姿を見ると、逆に笑えます。 

 

本当はブロードバンド事業も海外の会社が参入してくるぐらいが

理想だと私は考えています。 

政府の思索が足りないから、携帯電話もブロードバンドもガラパ

ゴスになってる。 

 

NTT は事業毎に区切っていくのが妥当だと私は思います。 

特にコストパフォーマンスの高いブロードバンド事業は、政府が



強制的に道を作らないと、あの会長さんは一生手放さないと思い

ますよ。 

 

一人の人間のプライドで多くの人間が迷惑を被る。 

最悪です。 

 

そうは言っても民間企業にいきなり利益のある部門をくれという

のは、難しい。 

 

NTT にてこ入れが出来ない状況なのであれば、公益法人を新し

く打ち立てて市場を開拓すればいいのではないでしょうか？ 

 

NTT は NTT で勝手にしてください。 

でも政府は政府で新しくブロードバンド事業を立ち上げます。 

各社も参入してください。 

みんなで頑張っていきましょう。 

 

NTT はどうしますか？ 

 

こうすれば NTT も無視できないのではないでしょうか。 

政府が利益を上げる事について問題があれば、利益部分を税金

として、最悪、社会保障費に充てるなど、言い訳はどうとでもなり

そうです。 

 

エコ整備もそうですが、どうも政府は新しい商売をするという意識

が薄い。 

 

深く考えようともしていないのでは？ 

一度白紙にして、猛スピードで事業開拓するぐらいの企業精神が

今回の案件には欲しいですね。 

 

税金を上げることも大切ですが、国家企業を新規に作る戦略も、

もっと必要だと思います。 

 

どの角度から見ても NTT が邪魔である事は明らかなので、他企

業の利益を害している時点で、ブロードバンド事業を停止させる

というのも個人的には有りだと考えています。 

そこを政府が補えばいい。 

 

以上、よろしくお願い致します。 

 


